
 

第 155回  学長定例記者会見 発表事項 1     

 

令和５年５月３０日  

 

本学の提案が、文部科学省の「地域中核・特色ある研究大学の  

連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」に採択  

 

広島大学の「半導体・超物質研究を核とする異分野融合イノベーションエコ

システムの形成」の提案が、文部科学省の「地域中核・特色ある研究大学の連

携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」において、採択されたことが

４月２１日に発表されました。  

 本学は最先端の研究の強みを生かし、半導体・超物質領域を中心に研究力の

向上戦略を推進して産業集積や国際化を促進するための社会実装・産学官共同

研究施設の整備を、参画機関の神戸大学、東北大学及びアリゾナ州立大学と連

携して行います。  

 本施設整備を通じ、自治体や産業界との共創により世界中の「知」を結集し、

学術領域の卓越性の発展、地球規模の課題解決や社会変革につながるイノベー

ション創出、地域産業の生産性向上や雇用創出など、グローバルとローカルの

視点で内外の課題解決を牽引します。  

 

 

 

 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】  

学術・社会連携室  

未来共創科学研究本部  

E-mail：gakujutu-strategy＠office.hiroshima-u.ac.jp 
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＋
半導体

電子が持つ
電荷の流れ
を利用

キラリティやトポロジー研究に基づく
超物質による半導体の可能性の拡大
 材料がもつ機能を増やすことが可能
 超物質の特性によるデバイス(製品)の
高度化(省電力/微小化/軽量化/耐熱化)

HDD

e- ＝
電子のスピン(磁性
やキラル自由度)を
利用

ナノデバイス研究所 (RIND)

キラルノット超物質創成学の確立

世界トップレベルのWPI拠点で実施するキラル超物質研究を生かす最先端の研究力、設備・システム、スーパークリーンルーム

新規半導体材料
・状態の提供

半導体材料・プロセス技術のフロンティアに挑戦

 スピントロニクス、トポロジカル物質等の革新的技術により、
超物質の創出・応用

 キラリティとトポロジーにより、新たな領域「キラルトロニク
ス」を創成

 “常温駆動量子コンピューティング”の開拓と素子(デバイス)の
開発を視野に

 極限環境下(電気自動
車や航空機の高熱／
宇宙での高放射線な
ど )で耐用性のある
SiC基板の高集積化

スキルミオン
（渦状に配向して伝搬するスピンの集団）

キラルソリトン
（ナノパルス波動として伝搬するスピン）

キラル結合を利用した
光・電子・スピン変換

磁性やキラル自由度
（例：電子スピンのナノ集合）

半導体・超物質研究を核とする異分野融合イノベーション
エコシステム拠点の形成

キラルトロニクスによる次世代ナノデバイスの開発

次世代半導体・電子デバイスの開発・実用化が大幅に加速

e-

 国内最大規模のスーパークリーンルーム
 関連の研究開発・一貫実施が可能

キラル磁性半導体の
プロトタイプ作成

半導体による電子回路 キラル超物質による記録媒体

持続可能性に寄与するキラルノット超物質拠点 (WPI-SKCM2)



22整備する施設の概要

建設地
広島大学東広島キャンパス

ナノデバイス研究所スーパークリーンルーム棟

外観写真

産学官共同研究新棟
施設名：産学官共同研究新棟
建設年：令和５年度 面積：2,500㎡程度 5階建て
オープン・クローズド戦略による社会実装の加速

内部写真

施設名：スーパークリーンルーム棟（既存施設を改修）
改修年：令和５年度 面積：740㎡程度
シリコンカーバイド（SiC）に着目し、過酷環境下で安定的に作動するデバイスの高集積
化など、最先端の半導体研究を産学官連携で実施、革新的イノベーションを創出、業際
・国際人材の育成

新棟のイメージ

整備施設

改修施設
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（出典）文部科学省ホームページ資料

文部科学省「地域中核・特色ある研究大学の連携による
産学官連携・共同研究の施設整備事業」（概要）
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